
安曇野建設事務所 まちづくり事業による整備効果事例

かつては、南安曇郡の郡都として栄えた歴史ある豊科中心部は、国道147号沿線の商店街の衰退など中心市街地としての活力が低下して
いる状況にある。
平成２４年度、県では、当地域の商店主に呼びかけ「豊科商店街を考える会」を発足し、今後の街づくりのあり方について議論を行ってきた。

平成２５年度には、豊科の中心市街地の現状を踏まえた将来像やその実現に向けた取り組みなどについて考え、以降の具体的な活動展開
につなげることを目的に地域と行政が連携した住民参加型のまちづくりワークショップの企画・運営支援を行った。

本町通り線 安曇野市 豊科（成相～新田）地区（防災･安全交付金 効果促進事業）
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概要図

整備効果

○ ワークショップ企画・運営支援（全４回開催）
・第１回「語ろう、探そう！豊科市街の魅力」
・第２回「歩いて見てみよう！豊科市街の表と裏」
・第３回「思い描こう！豊科市街の未来の姿」
・第４回「踏み出そう！新たなまちづくりの第一歩」

行政機関､病院､教育機関､福祉施設等コンパクトシティに
相応しい要件は具備

国道147号沿線の商店街は空店舗
・空家・空地がちらほら。
活気も無く、歩道も狭い状況。

②

①

４回の豊科まち
づくりﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
に地域住民 延べ
９５名が参加し、
議論

豊科まちづくりﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを通じ、
地域住民が中心となって長期・継
続的な活動を展開する『豊科まち
づくりグループ』が設立されるな
ど、気運が高まり、より実践的な
取り組みが動き出した。
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【新たに設立された『豊科まちづくりグループ』の活動状況】

◇ 活動体制イメージ図


